
  

 
 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 東京理科大学 

設置者名 学校法人東京理科大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

理学部第一部 

数学科 
夜 ・

通信 

0 

26 

8 34 13  

物理学科 
夜 ・

通信 
10 36 13  

化学科 
夜 ・

通信 
26 52 13  

応用数学科 
夜 ・

通信 
23 49 13  

応用物理学科 
夜 ・

通信 
8 18 26 13  

応用化学科 
夜 ・

通信 
26 20 46 13  

理学部第二部 

数学科 
夜 ・

通信 

34 

2 36 13  

物理学科 
夜 ・

通信 
20 54 13  

化学科 
夜 ・

通信 
6 40 13  

薬学部 

薬学科 
夜 ・

通信 
10 

59 69 19  

生命創薬科学科 
夜 ・

通信 
34 44 13  

工学部 

建築学科 
夜 ・

通信 
8 54 62 13  

工業化学科 
夜 ・

通信 
8 18 26 13  

電気工学科 
夜 ・

通信 
8 

41 49 13  

情報工学科 
夜 ・

通信 
12 20 13  



  

 
 

機械工学科 
夜 ・

通信 
20 28 13  

理工学部 

数学科 
夜 ・

通信 

19 

0 19 13  

物理学科 
夜 ・

通信 
8 27 13  

情報科学科 
夜 ・

通信 
2 21 13  

応用生物科学科 
夜 ・

通信 
24 43 13  

建築学科 
夜 ・

通信 

18 

22 40 13  

先端化学科 
夜 ・

通信 
14 32 13  

電気電子情報工

学科 

夜 ・

通信 
37 55 13  

経営工学科 
夜 ・

通信 
12 30 13  

機械工学科 
夜 ・

通信 
28 46 13  

土木工学科 
夜 ・

通信 
33 51 13  

基礎工学部 

電子応用工学科 
夜 ・

通信 

13 

10 23 13  

材料工学科 
夜 ・

通信 
12 25 13  

生物工学科 
夜 ・

通信 
15 28 13  

経営学部 

経営学科 
夜 ・

通信 
2 

18 20 13  

ビジネスエコノ

ミクス学科 

夜 ・

通信 
14 16 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.tus.ac.jp/disclosure/hutankeigen/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名：なし 

（困難である理由） 

 



  

 
 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 東京理科大学 
設置者名 学校法人東京理科大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.tus.ac.jp/info/foundation/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 
元 株式会社 代表取締

役社長 

2016年 12月

28 日～2021
年 3 月 31 日 

法人統括、コンプラ

イアンス、監査、広

報、リスク管理 

常勤 
元  国立研究開発法人 

理事 

2018 年 4 月

1 日～ 2022
年 3 月 31 日 

学長 

非常勤 株式会社 専務取締役 
2016年 12月

28 日～2021
年 3 月 31 日 

校友(同窓) 

非常勤 株式会社 代表取締役 
2018 年 4 月

1 日～ 2021
年 3 月 31 日 

オープンカレッジ(生
涯学習)、産学公連携、

収益事業、ベンチャ

ー投資 

非常勤 
株式会社 代表取締役会

長 

2016年 12月

28 日～2021
年 3 月 31 日 

維持会、募金 

（備考） 

 

  



  

 
 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東京理科大学 

設置者名 学校法人東京理科大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画の作成・公表に係る取組の概要） 

※各学部において同様の取扱で実施。 

【授業計画（シラバス）の作成過程】 

本学では、学生が自ら立てた学習目標に応じた的確な履修をする際の最も重要な資料

としてシラバスを作成している。 

シラバスは全学統一のフォーマットを用いており、授業の方法及び内容、到達目標、

成績評価の方法や基準、実務経験等の項目を事前に明示している。これにより、学生

の科目選択、履修計画のための情報を提供するとともに、学習の指針を提供すること

で、学生の学習の活性化、効果的な学習に寄与している。 

シラバスの作成にあたっては、「シラバス作成要項」を定め、シラバスの役割、利用

法・作成上の注意・留意事項等を全授業担当教員に明示しており、以下の過程により

作成している。 

①学長から各授業担当教員宛の依頼 

  シラバス作成要項に基づきシラバスを作成するよう、学長から各学部長を経て各

授業担当教員に依頼を行っている。 

②各授業担当教員によるシラバス作成 

  上記①の依頼に基づき、各授業担当教員がシラバスを作成する。 

③シラバスの内容の点検・検証 

  上記②で作成したシラバスの内容について、各学科内の教員間におけるピア・レ

ビュー等により組織的に点検・検証を実施する。 

 

【シラバスの作成・公表時期】 

シラバスの作成・公表は以下の時期に行っている。 

①学長から各授業担当教員宛の依頼：12 月 

②各授業担当教員によるシラバス作成：1月～3月（各学部により異なる） 

③シラバスの内容の点検・検証：2月～3月（各学部により異なる） 

④シラバスの公表：4月（授業実施期間開始前、WEB 上で公表） 

授業計画書の公表方法 

※ゲストユーザーでログインすることで参照可能。 
https://class.admin.tus.ac.jp/up/faces/login/Com0

0501A.jsp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

 
 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

※各学部において同様の取扱で実施。 

【単位授与又は履修認定の厳格かつ適正な実施状況】 

本学では、学修成果の評価について、東京理科大学学則第 13 条に定めるとおり、

「授業科目を履修し、その試験等に基づく学修成果の評価が合格と判定された者に、

当該授業科目所定の単位を与える」こととしている。 

 各授業科目においては、シラバスにおける「成績評価方法」、「学修成果の評価」の

項目において、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準※により、学修成果の評価を

行っている。 

※いずれも授業形態に応じて設定するが、成績評価基準は、全学で以下のとおり定

める成績評価基準を基に設定する。 

判定 表記 評価点数 評価基準 

合格 秀 S 100～90 到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収

めている 

優 A 89～80 到達目標を十分に達成している 

良 B 79～70 到達目標を達成している 

可 C 69～60 到達目標を最低限達成している 

不合格 不可 D 59～0 到達目標を達成していない 

成績評価方法の設定にあたっては、前述のシラバス作成要項に基づき留意点を設定す

るとともに、各学部において組織的に点検・検証を行うことで、その厳格性・適切性

を担保している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

 
 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

※各学部において同様の取扱で実施。 

【客観的な指標の設定・公表】 

本学では、学生の学業成績を客観的かつ厳格に評価することにより、教育の質向上

に資することを目的に、学部学生を対象に GPA を導入している。 

GPA は、秀（S）=4.0、優（A）=3.0、良（B）=2.0、可（C）=1.0、不可（D）=0 の表

記に応じた Grade に分類され、Grade に基づき各年度で算出される GPA（年度 GPA）と

在学中の全期間を通じて算出される GPA(累積 GPA)の 2 種類の GPA があり、以下の方

法により算出している。 

[年度 GPA の算出方法] 

年度 GPA = 
（当該年度において履修申告した対象授業科目の 当該授業科目の単位数）の総和

対象授業科目のうち、当該年度において履修申告した対象授業科目の総単位数
 

[累積 GPA の算出方法] 

累積 GPA ＝ 
（在学全期間において履修申告した対象授業科目の 当該授業科目の単位数）の総和

対象授業科目のうち、在学全期間において履修申告した対象授業科目の総単位数
 

なお、GPA の算出対象とする授業科目(対象授業科目)は、卒業所要単位数に算入す

る全ての授業科目としているが、「合格又は不合格のみにより評価する授業科目」等の

一部の科目は例外として対象授業科目から除外する取扱としている。 

また、これらの GPA の算出方法等は、東京理科大学教育開発センターHP で公表して

いるほか、算出した GPA は学園生活支援システム（CLASS システム）において自動計

算のうえ、成績照会画面で当該学生に明示している。 

 

【成績評価の適切な実施に係る取組】 

 成績評価について、各教員間の共通理解の下、組織的に厳格化や標準化を実現し、

学生に対して成績評価における公平性や信頼性を確保することを目的に、秀(S)・優

(A)評価の目安となる割合を設定した「成績評価の方針」を策定しており、シラバス作

成要項等で全授業担当教員に明示している。 

「成績評価の方針」の対象となる科目は、2018 年度から学生を対象に学園生活支援シ

ステム（CLASS システム）において成績評価（S,A,B,C,D）の割合を明示しており、組

織的な方針の下、各授業担当教員が成績評価の厳格化や標準化に向けた改善を図るこ

とを促している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://oae.tus.ac.jp/fd/node/267 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

 
 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

※各学部において同様の取扱で実施。 

【卒業の認定に関する方針の策定・公表】 

本学では、建学の精神、教育研究理念をはじめとした各種概念の下、どのような知識・

能力を身につけた者に卒業を認定し、学位を授与するのかを定める基本的な方針とし

て、卒業認定・学位授与の方針を各課程、学部、学科において策定しており、本学 HP

において公表している。 

 

【適切な実施に係る取組の概要】 

卒業認定について、卒業要件を東京理科大学学則第 16 条に「所定の期間（原則 4

年、薬学部薬学科のみ 6年）在学」し、「所定の（各学部・学科が定める）卒業所要単

位を修得」しなければならないと定めており、同要件を満たした者に対して学長が認

定することとしている。 

卒業認定・学位授与の方針に定める内容を適切に実施するため、各学部において適

宜同方針の点検・見直しを行っているほか、全学的には、2017 年度の学校教育法施行

規則の一部を改正する省令の施行（3 つの方針の策定、公表の義務化とこれに伴う整

備）、教養教育の目標・専門教育の目標の制定等、学内外において見直しが必要な事項

が発生した際に見直しを行っており、その際には、各種概念の関係性に留意し、上位

の概念から下位の概念への体系性を担保した形で見直しを行うこととしている。 

なお、卒業認定・学位授与の方針も含めた 3つの方針については、教育課程の不断

の改革・改善に向けたサイクルの起点となるものであることから、その内容について

定期的に検証・改善を行うための制度を 2019 年 12 月までに構築する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ 

 

  



  

 
 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 東京理科大学 

設置者名 学校法人東京理科大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.tus.ac.jp/info/foundation/accounts.html 
収支計算書又は損益計算書 https://www.tus.ac.jp/info/foundation/accounts.html 
財産目録 https://www.tus.ac.jp/info/foundation/accounts.html 
事業報告書 https://www.tus.ac.jp/info/foundation/business.html 
監事による監査報告（書） https://www.tus.ac.jp/info/foundation/accounts.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：学校法人東京理科大学事業計画書 対象年度：2019 年度） 

公表方法：https://www.tus.ac.jp/info/foundation/pdf/business/2019_1.pdf 

中長期計画（名称：①TUS VISION 150（長期ビジョン）、 

②東京理科大学の中長期計画、 

③東京理科大学における 3か年中期計画 

対象年度：①2017～2031 年度、②2016～2021 年度、③2019～2021 年度） 

公表方法：①https://www.tus.ac.jp/tusvision150/pdf/tusvision150.pdf 

     ②https://www.tus.ac.jp/info/foundation/pdf/chuchoki.pdf 

https://www.tus.ac.jp/info/foundation/pdf/chuchoki_2.pdf 

     ③https://www.tus.ac.jp/info/chuki/pdf/chuki_2019.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.tus.ac.jp/documents/tenken/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法： 

https://www.tus.ac.jp/documents/tenken/kikan.html 

https://www.tus.ac.jp/documents/tenken/semmon.html 

 

  



  

 
 

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名：理学部第一部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.tus.ac.jp/disclosure/fac_aim/） 

（概要） 

人材育成に関する目的： 

理学部第一部は、数学・物理・化学の基礎系 3 学科と応用数学・応用物理学・応用化学

の応用系 3 学科から構成され、「理学の普及」という建学の精神のもと、自然界の普遍的

真理を解明することを目指している。ますます発展・変動している社会情勢の中で、現代

社会が求める新しい「科学技術の創成」へ向けて、「実力主義」に恥じない十分な基礎学

力の上に高度な専門知識を身に付け、豊かな教養に裏打ちされた強い倫理観と豊かな人間

性を持ち、確固とした信念と実力を備えた有為な人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ri1.html） 

（概要） 

自然科学を体系的に理解し、高い専門性と倫理観、国際的な視野を持った人材の養成を

目標とし、以下の知識、能力等を身に付け、各学科が定める所定の単位を修得した学生に

対して、卒業を認定し、学士(理学)の学位を授与する。 

1.真に豊かな社会の実現のため、自然科学に限らず、人文科学、社会科学などの豊かな

教養を修得し、強い倫理観と豊かな人間性を身に付け、専門分野の枠を超えて横断的

にものごとを俯瞰できる能力。 

2.数学・物理・化学を中心とする自然科学の十分な基礎学力と、その上に立つ高度な専

門知識。 

3.修得した専門知識や教養をもとに、自ら課題を発見し、解決する能力。 

4.修得した専門知識や教養をもとに、論理的・批判的に思考し、積極的な姿勢で判断し、

行動する能力。 

5.修得した専門知識や教養をもとに、他者とコミュニケーションをとりながら、国際的

な視野を持って、基礎学力を基盤として柔軟に応用展開できる能力。 

6.修得した専門知識や教養をもとに、専門分野に応じたキャリアを形成し、自己を管理

する能力。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ri1.html） 

（概要） 

1.自然科学分野では、森羅万象に対する理解度の深化とともに、学問分野の拡大と多様

化が進展し、社会が求める人材も多様化し、教育すべき内容は増大の一途をたどって

いる。現実から抽象まで(数学)、素粒子から宇宙まで(物理)、環境から生命まで(化

学)、と教育対象が広がる中、「多様化」をキーワードに以下の方針で学士の教育課程

を編成する。 

2.真に実力を身に付けた学生のみを卒業させる「実力主義」の伝統を堅持し、厳格な教

育課程を実践する。 

3.段階的な知識の修得を図るため、一般的素養を深めるための「一般教養科目」、各専

門分野の基盤をなす「基礎科目」、各専門分野に応じた進路に必要な能力を養うため

の「専門科目」の 3種類の授業科目を体系的に配置する。 

4.「一般教養科目」「基礎科目」「専門科目」では、国際性、コミュニケーション能力、

課題発見・解決力、論理的・批判的思考力、キャリア形成力、倫理観を養う内容を含

む科目を配置する。 

5.「一般教養科目」では、専門分野だけに偏ることなく、人間と自然のための科学技術

の創造と調和を実現するため、広く深い知識や教養、豊かな人間性や倫理観、判断力・



  

 
 

行動力を醸成する科目などの教育課程を編成する。 

6.英語については、短期・長期の留学プログラムを用意するとともに、ネイティヴスピ

ーカーが担当する授業を開講するなど、学生の習熟度に応じて多様な授業形態で編成

し、学習効果を高める主体的な学びを導く教育を行う。 

7.学士課程前期においては、高校までの教育課程及び入学者選抜方法の多様化に配慮し

たうえで、専門分野の履修に無理なく進むことができるよう、「基幹基礎科目」、「専

門基礎科目」などの「基礎科目」を中心に多様な科目を編成する。 

8.学士課程後期においては、多様かつ多数の「専門科目(選択)」を確保し、教育すべき

内容の増大および社会の多様な要求に対応する。 

9.学士課程の集大成として、最終学年次に卒業研究またはこれに代わる有為な人材育成

のための科目を配置する。 

10.他学部や大学院で開講されている科目であっても積極的に履修を認め、学生が幅広

い学習機会を持てるようにする。 

11.優秀な教員を養成するため、きめ細かな教職課程を編成する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ri1.html） 

（概要） 

建学の精神と実力主義の伝統に基づく、理学部第一部の基本理念のもと、 

1.高等学校までに習得しておくべき英語、数学などの基礎知識が習得されていること 

2.数学・物理・化学の各専門分野の基礎知識が十分に習得されていること 

3.思考力、判断力、表現力などが十分な水準にあること 

を多様な選抜方法により広く求める。 

 

【入試形態ごとの入学者に求める能力と、その評価方法】 

(A 方式入学試験) 

幅広い科目に対する基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、大学入試センター試験を用

いて選抜する。 

(B 方式入学試験) 

各学科の特性に見合う基礎知識とそれを応用する能力及び思考力、判断力を持つ人を、

独自の学力試験(数学、英語、理科)を用いて選抜する。 

(C 方式入学試験) 

理数系科目を中心に幅広い基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、本学独自の学力試験

(数学、または数学と理科)と大学入試センター試験(国語、外国語)の得点を用いて選抜す

る。 

(グローバル方式入学試験) 

本学の特性に見合う基礎知識と思考力、判断力及びコミュニケーションスキルとしての

英語力を持つ人を、本学独自の学力試験(数学、理科)と英語の資格・検定試験の成績を用

いて選抜する。 

(推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人

を、書類審査、面接等により選抜する。 

(帰国子女入学者選抜、外国人留学生入学試験) 

学問に対する姿勢や考え方、海外で身に付けた能力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人を、

大学入試センター試験の成績、資格・検定試験の成績、小論文、面接等により選抜する。 

(公募制推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人

で本学を第 1志望とする人を、書類審査、学術適性検査、面接により選抜する。 

 

学部等名：理学部第二部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.tus.ac.jp/disclosure/fac_aim/） 



  

 
 

（概要） 

人材育成に関する目的： 

我が国は、科学技術の創造により国運の発展と国際貢献を目指しており、科学技術発展

の基礎と成る理学は、益々その重要性を増していく。理学部第二部では、理念である本学

創設以来の「理学の普及と実力主義」に向かって、理学部第一部と緊密に連携を取りなが

ら、夜間の時間帯に充分な基礎学力の上に高度な専門知識を身に付け、豊かな教養に裏打

ちされた強い倫理観と豊かな人間性を持った人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ri2.html） 

（概要） 

実力主義を堅持し、優れた専門知識、倫理観、幅広い視野を持った、何事にも粘り強く

取り組める理系人材の養成を目標とし、所定の期間在学し、以下の知識、能力を身に付け、

各学科ごとに定める所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定し、学士(理学)の学

位を授与する。 

1.「一般教養科目」の履修により、社会、文化、環境等の観点から科学の役割と責任を

論じることができ、国際的な広い視野と高い倫理観を身に付け、専門分野の枠を超え

て横断的にものごとを俯瞰できる能力。 

2.「基礎科目」、「専門科目」の履修によって、理学に関する基礎的な知識と、その上

に立つ専門知識。 

3.修得した専門知識や教養をもとに、根本的な問題に対峙した時に創造的な発想を得て

問題を探求し、自律的に知的能力を発展させる能力。 

4.修得した専門分野や教養をもとに、他者とコミュニケーションをとり、国際的な視野

を持って活躍できる能力。 

5.これらの能力を統合的に実践する場として、各学科の卒業研究において、各々の最先

端理学における研究を遂行し、論文等での発表を行う。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ri2.html） 

（概要） 

1.理学部第二部の理念は本学創設以来の「理学の普及と実力主義」であり、この理念に

向かって、夜間の時間帯に「充分な基礎学力の上に高度な専門知識を身に付け、豊か

な教養に裏打ちされた強い倫理観と豊かな人間性を持った人材の育成」を行い、各学

科ごとに定める人材育成に関する目的を実現するための学士の教育課程を編成する。 

2.真に実力を身に付けた学生のみを卒業させる「実力主義」の伝統を堅持し、厳格な教

育課程を実践する。 

3.段階的な知識の修得を図るため、一般的素養を深めるための「一般教養科目」、各専

門分野の基盤をなす「基礎科目」、各専門分野に応じた進路に必要な能力を養うため

の「専門科目」の 3種類の授業科目を体系的に配置する。 

4.「一般教養科目」では、教員、研究者、企業人・公務員等様々な学生の進路に対応で

きるよう、多彩なカリキュラムと時間割を備え、グローバル化・ユニバーサル化に対

応できる幅広い教養を持つ人材を育成するとともに、緻密な論理的思考力を身に付

け、情報の収集・発表の方法を学び、多様な価値観を持つ他者と協働で物事を進めら

れるようになることを目標とする授業科目を配置する。 

5.英語教育においては、少人数クラスや習熟度別クラスを取り入れ、学習効果を高める

主体的な学びを導く教育を行う。 

6.「基礎科目」では、「基幹基礎科目」、「専門基礎科目」、「関連専門基礎科目」を

配置し、かつ、真に基礎的な実力のある学生のみが先端的な専門科目の履修ができる

よう、1年次から 2年次への進級に対して履修が不可欠な関門科目を配置する。 

7.「専門科目」では、講義の他に、多くの演習・実験で習得した能力をベースに、さら

に専門知識を深化させ、併せて他の授業科目との関連や学問探求の方法を学び、問題

発見・解決能力の育成を図る。 

8.「一般教養科目」、「基礎科目」、「専門科目」では、各専門分野に応じたキャリア



  

 
 

教育、倫理観を養う内容を含む科目を配置する。 

9.学士課程の集大成として、最終年度に卒業研究を配置する。 

10.夜間学部の多様な学生層に対応するため、専門分野を超えて、幅広く関心のある科目

を履修できるよう多彩な科目を用意するとともに、他学部、他学科間の履修も可能と

し、学生の勉学意欲の向上を図り、多様な学習ニーズに応える教育課程とする。 

11.演習・実験科目では、理学に必要な能力の習熟に加え、レポートやプレゼンテーショ

ンを行い、自らの意見を正確に他者に伝える技術を培う。 

12.大学院科目の先行履修も可能とすることにより、勉学意欲の高い学生の要望にも答

えられる形にする。 

13.教員を目指す学生のために、理学部第一部との授業相互乗り入れ制度も導入し、4年

間で教職課程を履修できるカリキュラムを実施し、未来の教育者をバックアップする

ため、卒業後の再教育の場を提供する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ri2.html） 

（概要） 

建学の精神と実力主義の伝統に基づく、本学の教育理念のもと、 

1.高等学校段階までの理学系に必要な基礎知識、思考力、判断力、表現力を備え、専門

分野の学習に必要な学力を有する人。 

2.多様な価値観と目的意識を持つ幅広い年齢層の様々な学友とともに、勉学や生き方を

学び、豊かで活気溢れる大学生活を送ることができる人。 

3.勉学と職業を両立させ、経済的に独立していく意欲があり、人間力・学士力、国内外

で活躍できるコミュニケーション能力を積極的に身に付ける意思のある社会人。 

4.自らの考えを表現する力を備え、主体的に多様な人々と協働して学ぶ意欲のある人。 

以上のような人物を下記の多様な選抜方法により広く求める。 

 

【入試形態ごとの入学者に求める能力と、その評価方法】 

(A 方式入学試験) 

幅広い科目に対する基礎知識と思考力、判断力を持つ人を大学入試センター試験の得点

を用いて選抜する。 

(B 方式入学試験) 

各学科の特性に見合う基礎知識と、それを応用する能力、思考力、判断力を持つ人を選

抜する。特に受験科目 3 科目中上位 2 科目で選抜する学科においては、得意分野を生かし

た、基礎力のある、多様な能力を持った人材を選抜する。 

(指定校推薦入学試験、公募制推薦入学試験) 

高等学校までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、理学を学ぶことに対しての

意欲が高く、夜間学部に入学する明確な目的意識を有する人を、書類審査、面接、小論文

等により選抜する。 

(社会人特別選抜入学・編入学試験) 

社会人として得た多くの貴重な経験を有し、それに基づく判断力、思考力、学問に対す

る姿勢や考え方を持ち、目的意識をもって自ら学ぶ意欲のある人を、書類審査、面接等に

より選抜する。 

(帰国子女入学者選抜) 

海外の勉学環境で得た様々な経験や、国内の勉学環境では得られない様々な能力、意欲

を有する人を、大学入試センター試験の成績、書類審査、面接等で選抜する。 

(一般編入学試験) 

これまでに打ち込んできた学問に真摯に向き合った結果、方針転換を考え、自分に合う

学問として改めて理学を学びたくなった人や、数学・情報・理科の教員免許を取得して教

員になりたい人で、勉学に対する強い意欲を持ち、夜間学部入学に関して明確な目的意識

を持つ人を選抜する。 

 

学部等名：薬学部 



  

 
 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.tus.ac.jp/disclosure/fac_aim/） 

（概要） 

人材育成に関する目的： 

薬学部は、「医薬分子をとおして人類の健康を守る」志をもった優れた人材を育成する

ことを基本理念とし、薬学科は、ヒューマニティと研究心にあふれた高度な薬剤師の育成、

生命創薬科学科は、先端創薬科学を担う研究者の育成を目指す。両学科は協同して、知性

に富み、倫理観と豊かな人間性を備え、総合的な生命科学としての薬学を担い、人類の健

康と疾病克服に尽力できる人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/yaku.html） 

（概要） 

実力主義の伝統を堅持しつつ、高い専門性と倫理観、国際的な視野と「医薬分子をとお

して人類の健康を守る」志をもった人材養成を目標とし、以下の知識、能力等を身に付け、

各学科ごとに定める所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定し、薬学科の卒業者

には学士(薬学)、生命創薬科学科の卒業者には学士(薬科学)の学位を授与する。 

1.自然・人間・社会に係る幅広い教養を修得し、専門分野の枠を超えて横断的にものご

とを俯瞰できる能力。 

2.医療、創薬、薬事行政等に携わる者として求められる教養と倫理観。 

3.薬学分野に応じた基礎学力と、その上に立つ専門知識。 

4.薬学に関連する分野に関する知識と教養ならびに倫理観に基づき、自ら課題を発見

し、解決する能力。 

5.修得した専門知識や教養をもとに、他者とコミュニケーションをとり、国際的な視野

を持って活躍できる能力。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/yaku.html） 

（概要） 

1.「医薬分子をとおして人類の健康を守る」志をもった優れた人材を育成するという教

育研究理念に基づいて、各学科ごとに定める人材育成に関する目的を実現するための

学士の教育課程を編成する。 

2.本学の伝統である実力主義の教育方針に則り、2 つの学科の緊密な連携のもと、医療

薬学と創薬科学を含む総合ライフサイエンスとしての薬学を担う人材を育成するた

めの厳格な教育課程を実践する。 

3.段階的な知識の修得を図るため、一般的素養を深めるための「一般教養科目」、薬学

専門分野の基盤をなす「基礎科目」、各専門分野に応じた進路に必要な能力を養うた

めの「専門科目」の 3種類の授業科目を体系的に配置する。 

4.「一般教養科目」では、自然・人間・社会を幅広く俯瞰できる能力、論理的・批判的

思考力、コミュニケーション能力、国際性、自己管理能力を養う授業科目を効果的に

配置する。 

5.英語教育においては、少人数クラスや習熟度別クラスを取り入れ、学習効果を高める

主体的な学びを導く教育を行う。 

6.「基礎科目」では、初年次より「基幹基礎科目」、「専門基礎科目」、「関連専門基

礎科目」の授業科目を効果的に配置し、併せて学生が自ら学ぶ学修時間を確保し、基

礎学力を強化した上で、「専門科目」との接続を図る。 

7.「専門科目」では、講義の他に、多くの実験、実習、演習等の授業科目を重点的かつ

効果的に組み合わせることで薬学専門知識を深化させ、併せて他の授業科目との関連

や学問探求の方法を学び、かつ人間性の陶冶と問題発見・解決能力の育成を図る。 

8.「一般教養科目」「基礎科目」「専門科目」では、薬学分野に応じたキャリア教育、

倫理観を養う内容を含む科目を配置する。 

9.学士課程の集大成として、卒業研究を配置する。 

10.薬学という専門分野を超えて幅広く関心のある科目を履修できるよう、他学部・他学

科間の履修しうる制度を設けることにより、幅広い視野と新しい分野への挑戦意欲を



  

 
 

もった人材の育成を図る。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/yaku.html） 

（概要） 

建学の精神と実力主義の伝統に基づく、本学の教育研究理念のもと、 

1.高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力に加えて、人類の健康を守る

ことを通じて社会に貢献しようとする志を備え、専門分野の学習に必要な学力を持つ

人 

2.薬学の発展を担うことを通じて、人類の健康保持と疾病の克服を実現するために、将

来広く国内外で国際的な視野を持って活躍するための基礎的な素養を身に付けてい

る人 

3.自らの考えを表現する力を備え、主体的に多様な人々と協働して学ぶ意欲のある人を

多様な選抜方法により広く求める。 

 

【入試形態ごとの入学者に求める能力と、その評価方法】 

(A 方式入学試験) 

幅広い科目に対する基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、大学入試センター試験の得

点を用いて選抜する。 

(B 方式入学試験) 

各学科の特性に見合う基礎知識とそれを応用する能力及び思考力、判断力を持つ人を、

独自の学力試験の得点を用いて選抜する。 

(C 方式入学試験) 

理数系科目を中心に幅広い基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、本学独自の学力試験

と大学入試センター試験の得点を用いて選抜する。 

(推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人

を、書類審査、小論文、面接等により選抜する。 

(帰国子女入学者選抜、外国人留学生入学試験) 

学問に対する姿勢や考え方、海外で身に付けた能力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人を、

大学入試センター試験の成績、資格・検定試験の成績、小論文、面接等により選抜する。 

 

学部等名：工学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.tus.ac.jp/disclosure/fac_aim/） 

（概要） 

人材育成に関する目的： 

工学部は、本学における人材育成の基本的な目的である｢倫理観と豊かな人間性を備え、

国際的視野を持った技術者の育成｣に基づいて、建築学、工業化学、電気工学、情報工学、

機械工学の各分野の研究者・技術者・設計者に求められる学識・技術・研究方法を修得し、

学術的あるいは実務的課題を学際的な見地から自ら発見かつ解決する能力を有し、社会に

対する良識と責任意識を持ち、文化の維持発展に寄与することのできる、指導力を持った

人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ko1.html） 

（概要） 

実力主義の伝統を堅持しつつ、高い専門性と倫理観、国際的な視野を持った工学分野の

研究者・技術者・設計者等の養成を目標とし、以下の知識、能力を身に付け、学科ごとに

定める所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定し、学士(工学)の学位を授与する。 

1.工学分野に必要な基礎学力と専門知識 

2.自然・人間・社会に係る幅広い教養を修得し、工学分野に限らず横断的にものごとを

俯瞰する能力 

3.修得した専門知識や教養をもとに、自ら課題を発見し、解決する能力 



  

 
 

4.修得した専門知識や教養をもとに、論理的・批判的に思考し、積極的な姿勢で判断し、

行動する能力 

5.修得した専門知識や教養をもとに、他者とコミュニケーションをとり、国際的な視野

を持って活躍できる能力 

6.修得した専門知識や教養をもとに、専門分野に応じたキャリアを形成し、自己を管理

する能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ko1.html） 

（概要） 

1.建学の精神と、「自然・人間・社会とこれらの調和的発展のための科学と技術の創造」

という教育研究理念に基づいて、工学部や各学科が定める「人材育成等に関する目的」

を実現するための学士(工学)の教育課程を編成する。 

2.真に実力を身に付けた学生のみを卒業させる「実力主義」の伝統を堅持し、厳格な教

育課程を実践する。 

3.段階的な知識の修得を図るため、一般的素養を深めるための「一般教養科目」、工学

分野における各専門分野の基盤をなす「基礎科目」、工学分野の研究者・技術者・設

計者等に必要な能力を養うための「専門科目」の 3種類の授業科目を体系的に配置す

る。4.工学分野で活躍するためのキャリア教育や、国際性、コミュニケーション能力、

課題発見・解決力、論理的・批判的思考力、倫理観を養う内容を含む科目を配置する。 

5.「一般教養科目」では、自然・人間・社会を幅広く俯瞰する能力、判断力・行動力を

養う授業科目を効果的に配置する。 

6.英語教育においては、状況に応じた柔軟なクラス編成を取り入れ、学習効果を高める

主体的な学びを導く教育を行う。 

7.「基礎科目」では、初年次より「基幹基礎科目」、「専門基礎科目」、「関連専門基

礎科目」の授業科目を効果的に配置し、併せて学生が自ら学ぶ学修時間を確保し、基

礎学力を強化した上で、「専門科目」との接続を図る。 

8.「専門科目」では、講義の他に、多くの実験、実習、演習等の授業科目を重点的かつ

効果的に組み合わせることで専門分野の知識と技術を高め、併せて他の授業科目との

関連や学問探求の方法を学ぶ。 

9.学士課程の集大成として、最終学年次に卒業研究を実施する。 

10.自身の専門分野を超えて幅広く関心のある科目を履修できるよう、他学部・他学科の

科目の履修や大学院科目の先行履修を可能とし、学生の学習意欲の向上を図り、多様

な学習ニーズに応える教育課程とする。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ko1.html） 

（概要） 

建学の精神と実力主義の伝統に基づく、本学の教育研究理念のもと、 

1.高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を備え、工学分野の学習に必

要な学力を持つ人 

2.将来広く国内外で国際的な視野を持って活躍するための基礎的な素養を身に付けて

いる人 

3.社会に対する良識と責任意識を持ち、主体的に多様な人々と協働して学ぶ意欲のある

人 

を多様な選抜方法により広く求める。 

 

【入試形態ごとの入学者に求める能力と、その評価方法】 

(A 方式入学試験) 

幅広い科目に対する基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、大学入試センター試験の得

点を用いて選抜する。 

(B 方式入学試験) 

各学科の特性に見合う基礎知識とそれを応用する能力及び思考力、判断力を持つ人を、



  

 
 

独自の学力試験(数学、英語、理科)の得点を用いて選抜する。 

(C 方式入学試験) 

理数系科目を中心に幅広い基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、本学独自の学力試験

(数学、理科)と大学入試センター試験(国語、外国語)の得点を用いて選抜する。 

(グローバル方式入学試験) 

本学の特性に見合う基礎知識と思考力、判断力及びコミュニケーションスキルとしての英

語力を持つ人を、本学独自の学力試験(数学、理科)と英語の資格・検定試験の成績を用い

て選抜する。 

(推薦入学試験) 

高等学校段階までの十分な基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、自ら学ぶ意欲の

ある人を、書類審査と面接等により選抜する。 

(帰国子女入学者選抜、外国人留学生入学試験) 

海外で身に付けた知識と能力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人を、書類審査、資格・検定

試験の成績、面接等により選抜する。 

(公募制推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人

で本学を第 1志望とする人を、書類審査、学術適性検査、面接により選抜する。 

 

学部等名：理工学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.tus.ac.jp/disclosure/fac_aim/） 

（概要） 

人材育成に関する目的： 

理工学部は、理学系 4学科、工学系 6学科及び教養を擁する学内最大規模の学部であり、

事物の本質を探究する理学とその知見を応用する工学の連携のもとに確かな教育・研究を

展開し、科学と技術を創造するという理念のもと、豊かな教養に加え、理学及び工学の基

礎力・応用力を備えた科学者、技術者及び教育者として、時代の要請に的確に対応できる

人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/riko.html） 

（概要） 

実力主義の伝統を堅持しつつ、高い専門性と倫理観、国際的な視野を持った理工系人材

の養成を目標とし、以下の知識、能力等を身に付け、各学科に定める所定の単位を修得し

た学生に対して、卒業を認定し、学士(理学)又は学士(工学)の学位を授与する。 

1.自然・人間・社会に係る幅広い教養を修得し、専門分野の枠を超えて横断的にものご

とを俯瞰できる能力。 

2.各学科の学問分野に応じた基礎学力と、その上に立つ専門知識。 

3.修得した専門知識や教養をもとに、自ら課題を発見し、解決する能力。 

4.修得した専門知識や教養をもとに、論理的・批判的に思考し、積極的に取り組むこと

のできる判断力・行動力。 

5.修得した専門知識や教養をもとに、他者とコミュニケーションをとり、国際的な視野

を持って活躍できる能力。 

6.修得した専門知識や教養をもとに、専門分野に応じたキャリアを形成し、自己を管理

する能力。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/riko.html） 



  

 
 

（概要） 

1.事物の本質を探究する理学とその知見を応用する工学の連携のもとに、自然・人間・

社会に係る幅広い教養を加え、教育・研究を展開し、新たな科学技術を創造するとい

う理工学部の基本理念に基づいて、各学科ごとに定める人材育成に関する目的を実現

するための学士の教育課程を編成する。 

2.真に実力を身に付けた学生のみを卒業させる「実力主義」の伝統を堅持し、厳格な教

育課程を実践する。 

3.段階的な知識の修得を図るため、一般的素養を深めるための「一般教養科目」、各専

門分野の基盤をなす「基礎科目」、各専門分野に応じた進路に必要な能力を養うため

の「専門科目」の 3種類の授業科目を体系的に配置する。 

4.「一般教養科目」「基礎科目」「専門科目」では、国際性、コミュニケーション能力、

課題発見・解決力、論理的・批判的思考力、キャリア形成力、倫理観を養う内容を含

む科目を配置する。 

5.「一般教養科目」では、自然・人間・社会を幅広く俯瞰できる能力、判断力・行動力、

自己管理能力を養う授業科目を効果的に配置する。 

6.英語教育においては、少人数クラスや習熟度を考慮したクラスを取り入れ、学習効果

を高める主体的な学びを導く教育を行う。 

7.「基礎科目」では、初年次より「基幹基礎科目」、「専門基礎科目」、「関連専門基

礎科目」の授業科目を効果的に配置し、併せて学生が自ら学ぶ学修時間を確保し、基

礎学力を強化した上で、「専門科目」との接続を図る。 

8.「専門科目」では、講義の他に、多くの実験、実習、演習等の授業科目を重点的かつ

効果的に組み合わせることで専門知識を深化させ、併せて他の授業科目との関連や学

問探求の方法を学ぶ。 

9.学士課程の集大成として、最終学年次に卒業研究を配置する。 

10.理学と工学の分野にとらわれず、幅広く関心を持ち学修できるよう、野田キャンパス

の他学部間・理工学部の他学科間の履修や大学院科目の先行履修を可能とし、学生の

学習意欲の向上を図るとともに、多様な学習ニーズに応える教育課程とする。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/riko.html） 

（概要） 

建学の精神と実力主義の伝統に基づく、理工学部の基本理念のもと、 

1.高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を備え、専門分野の学習に必

要な学力を持つ人 

2.将来広く国内外で国際的な視野を持って活躍するための基礎的な素養を身に付けて

いる人 

3.自らの考えを表現する力を備え、主体的に多様な人々と協働して学ぶ意欲のある人を

多様な選抜方法により広く求める。 

 

【入試形態ごとの入学者に求める能力と、その評価方法】 

(A 方式入学試験) 

幅広い科目に対する基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、大学入試センター試験の得

点を用いて選抜する。 

(B 方式入学試験) 

各学科の特性に見合う基礎知識とそれを応用する能力及び思考力、判断力を持つ人を、

独自の学力試験(数学、英語、理科)の得点を用いて選抜する。 

(C 方式入学試験) 

理数系科目を中心に幅広い基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、本学独自の学力試験

(数学、理科)と大学入試センター試験(国語、外国語)の得点を用いて選抜する。 

(グローバル方式入学試験) 

本学の特性に見合う基礎知識と思考力、判断力及びコミュニケーションスキルとしての

英語力を持つ人を、本学独自の学力試験(数学、理科)と英語の資格・検定試験の成績を用



  

 
 

いて選抜する。 

(推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人

を、書類審査、小論文、面接等により選抜する。 

(帰国子女入学者選抜、外国人留学生入学試験) 

海外で身に付けた能力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人を、大学入試センター試験の成績、

資格・検定試験の成績、小論文、面接等により選抜する。 

(公募制推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人

で本学を第 1志望とする人を、書類審査、学術適性検査、面接により選抜する。 

 

学部等名：基礎工学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.tus.ac.jp/disclosure/fac_aim/） 

（概要） 

人材育成に関する目的： 

基礎工学部は、「高度化・専門化・融合化する学問分野に対し、旧来の考え方に捉われ

ない新たな視点に基づく学際的な科学・技術の創造」を教育・研究理念としている。一般

教養とともに、理学・工学の基礎およびその応用を学び、「卒業研究」ではそれらを実践

することで、豊かな人間性と国際的視野をもった融合的・学際的分野で広く人類社会に貢

献できる人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/kiso.html） 

（概要） 

「高度化・専門化・融合化する学問分野に対し、旧来の考え方に捉われない新たな視点

に基づく学際的な科学・技術を創造する」という教育研究理念のもと、「一般教養ととも

に、理学・工学の基礎およびその応用を学び、「卒業研究」ではそれらを実践することで、

豊かな人間性と国際的視野をもった融合的・学際的分野で広く人類社会に貢献できる人材

を育成する」ことを目的として、以下の知識、能力等を身につけ、各学科で定める所定の

単位を修得した学生に対して、卒業を認定し、学士(工学)の学位を授与する。 

1.自然と人間、社会に対する幅広い教養を持ち、専門分野の枠を超えて横断的にものご

とを俯瞰できる能力。 

2.専門分野に捉われない幅広い基礎学力。 

3.基礎学力を基盤とした発展性を有する専門知識。 

4.習得した専門知識や教養をもとに、新しい視点から課題を発見し、解決する能力。 

5.主体的に多様な人々と協働し、国際的視野を持って活躍できる能力。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/kiso.html） 

（概要） 

1.「高度化・専門化・融合化する学問分野に対し、旧来の考え方に捉われない新たな視

点に基づく学際的な科学・技術を創造する」という教育研究理念に基づいて、各学科

で定める人材育成に関する目的を実現するための学士の教育課程を編成する。 

2.段階的な知識の修得を図るため、人間的素養を深めるための「一般教養科目」、各専

門分野の基盤をなす「基礎科目」、各専門分野の研究遂行に必要な能力を養うための

「専門科目」の 3種類の授業科目を体系的に配置する。 

3.1 学年次に学ぶ北海道長万部キャンパスでは、全寮制の全人教養教育のもと、共同生

活と大自然の中での四季折々の実体験や地域との交流を通じて、豊かな人間性の形成

を図る。 

4.「一般教養科目」では、自然・人間・社会を幅広く俯瞰できる能力、論理的・批判的

思考力、国際性、自己管理能力を養う授業科目を効果的に配置する。 

5.英語教育では、習熟度別少人数クラスにより、基礎能力からコミュニケーション能力

に至る段階的な英語能力の習得を図る。 



  

 
 

6.「基礎科目」では、1学年次より「基幹基礎科目」、「専門基礎科目」の授業科目を効

果的に配置し、併せて学生が自ら学ぶ学修時間を確保し、基礎学力を強化したうえで、

「専門科目」との接続を図る。1学年次では、3学科共通の実験科目や習熟度別クラス

を設けることにより、専門分野に捉われない幅広い基礎学力の習得を図る。 

7.「専門科目」では、講義の他に、実験、実習、演習等の授業科目を重点的かつ効果的

に配置することで専門知識を深化させ、併せて他の授業科目との関係や学問探求の方

法を学ぶことにより、専門分野の枠を超えた幅広い基礎知識と先端的知識の習得と、

新しい視点からの問題発見・解決能力の育成を図る。 

8.「一般教養科目」、「基礎科目」、「専門科目」では、専門分野に応じたキャリア教

育、倫理観を養う内容を含む科目を配置する。 

9.学士課程の集大成として、最終学年次に卒業研究を配置する。 

10.専門分野の枠を超えて関心のある科目を履修できるよう、他学部・他学科の科目の履

修や大学院科目の先行履修を可能とし、学生の学修意欲の向上を図ると共に、多様な

ニーズに応える教育課程とする。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/kiso.html） 

（概要） 

「高度化・専門化・融合化する学問分野に対し、旧来の考え方に捉われない新たな視点

に基づく学際的な科学・技術を創造する」という教育研究理念に基づいて、 

1.数学、理科に対して高い興味や関心を持ち、高等学校段階までの基礎知識と思考力、

判断力、表現力を備え、専門分野の学修に必要な学力を持つ人 

2.外国語に対して高い興味や関心を持ち、将来広く国内外で、国際的視野を持って活躍

するために必要な素養を身に付けている人 

3.自らの考えを表現する力を備え、主体的に多様な人々と協働して学ぶ意欲のある人を

多様な選抜方法により広く求める。 

 

【入試形態ごとの入学者に求める能力と、その評価方法】 

(A 方式入学試験) 

幅広い科目に対する基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、大学入試センター試験の得

点を用いて選抜する。 

(B 方式入学試験) 

数学、理科、外国語の基礎知識とそれを応用する能力および思考力、判断力を持つ人を、

独自の学力試験(数学、英語および理科)の得点を用いて選抜する。 

(C 方式入学試験) 

理数系科目を中心に幅広い基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、本学独自の学力試験

(数学および理科)と大学入試センター試験(国語および外国語)の得点を用いて選抜する。 

(グローバル方式入学試験) 

基礎知識と思考力、判断力及びコミュニケーションスキルとしての英語力を持つ人を、

本学独自の学力試験（数学および理科）と英語の資格・検定試験の成績を用いて選抜する。 

(推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、専門分野の枠に捉われ

ずに広く自ら学ぶ意欲のある人を書類審査、面接により選抜する。 

(帰国子女入学者選抜、外国人留学生入学試験) 

海外で身に付けた能力を持ち、専門分野の枠に捉われずに広く自ら学ぶ意欲のある人を

大学入試センター試験の成績、資格・検定試験の成績、小論文、面接等により選抜する。 

(公募制推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、専門分野の枠に捉われ

ずに広く自ら学ぶ意欲のある人を、書類審査、学術適性検査、面接により選抜する。 

 

学部等名：経営学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.tus.ac.jp/disclosure/fac_aim/） 



  

 
 

（概要） 

人材育成に関する目的： 

経営学部は、理学と工学の知識に基づき数理・数量的かつ実証的アプローチを積極的に

活用し、文系・理系の枠組みを超えた新しい視点から経営の理論と技法のみならずグロー

バルな視点から幅広い価値観と経営・経済活動の実践感覚を教授するとともに、実用的な

知識を教育することによって、科学的認識に基づき経営に関する合理的判断や意思決定を

行うことができるような、経営の深奥を極めた有為な人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/keiei.html） 

（概要） 

実力主義の伝統を堅持しつつ、高い専門性と倫理観、国際的な視野を持った理系人材の

養成を目標とし、以下の知識、能力等を身に付け、本学部の各学科の定める所定の単位を

修得した学生に対して、卒業を認定し、学士(経営学)の学位を授与する。 

1.グローバル化や地球環境問題など広範かつ多様なビジネス環境で発生している諸々

の問題に対して自然科学及び社会科学の知識を活用して解明するという基本的方針

の下で理論的かつ実践的な考え方を身に付けている。 

2.経営学研究に必要な基礎学力を修得すると共に、各学科で設定された専門領域科目を

包括的に学び、自ら設定したテーマに関して、専門知識を以って研究を完成できる能

力を身に付けている。 

3.必要な単位を取得し、キャリア教育によって社会人としての意識、コミュニケーショ

ン力及び合理的に判断する力を備えている。 

4.自然・人間・社会に係る幅広い教養を修得し専門分野の枠を超えて横断的にものごと

を俯瞰できる能力を身に付けている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/keiei.html） 

（概要） 

1.「理学の普及を以て国運発展の基礎とする」という建学の精神と、「自然・人間・社

会とこれらの調和的発展のための科学と技術の創造」という教育研究理念に基づい

て、経営学部の定める人材育成に関する目的を実現するための学士の教育課程を編成

する。 

2.真に実力を身に付けた学生のみを卒業させる「実力主義」の伝統を堅持し、厳格な教

育課程を実践する。 

3.段階的な知識の修得を図るため、一般的素養を深めるための「一般教養科目」、各専

門分野の基盤をなす「基礎科目」、各専門分野に応じた進路に必要な能力を養うため

の「専門科目」の 3種類の授業科目を体系的に配置する。 

4.「一般教養科目」では、自然・人間・社会を幅広く俯瞰できる能力、論理的・批判的

思考力、コミュニケーション能力、国際性、自己管理能力を養う授業科目を効果的に

配置する。 

5.英語教育においては、少人数クラスや習熟度別クラスを取り入れ、学習効果を高める

主体的な学びを導く教育を行う。 

6.「基礎科目」では、初年次より「基幹基礎科目」、「専門基礎科目」、「関連専門基

礎科目」の授業科目を効果的に配置し、併せて学生が自ら学ぶ学修時間を確保し、基

礎学力を強化した上で、「専門科目」との接続を図る。 

7.「専門科目」では、講義の他に、多くの実習、演習等の授業科目を重点的かつ効果的

に組み合わせることで専門知識を深化させ、併せて他の授業科目との関連や学問探求

の方法を学び、問題発見・解決能力の育成を図る。 

8.「一般教養科目」「基礎科目」「専門科目」では、各専門分野に応じたキャリア教育、

倫理観を養う内容を含む科目を配置する。 

9.学士課程の集大成として、最終学年次に卒業研究を配置する。 

10.専門分野を超えて幅広く関心のある科目を履修できるよう、他学部・他学科間の履修

や大学院科目の先行履修を可能とし、学生の学習意欲の向上を図り、多様な学習ニー



  

 
 

ズに応える教育課程とする。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/keiei.html） 

（概要） 

建学の精神と実力主義の伝統に基づく、本学の教育研究理念のもと、以下のような人材

を多様な選抜方法により広く求める。入学試験では基礎的科目の知識を重視するが、これ

まで習得した科目や個々の背景の垣根を越え、自然及び社会現象に広いあるいは深い関心

を持っていることや個性にも配慮する。 

1.高等学校段階までの学習内容を十分理解し、正しい倫理観と豊かな人間性を備え、自

然・人間・社会とこれらの調和的発展のための創造的・知的活動に対して高い学習意

欲を持った人。 

2.自立心旺盛で、将来広く国内外で活躍しようとする意欲のある人。国際的ビジネスリ

ーダーの資質である英語でのコミュニケーション能力・人間力の習得にも関心を持つ

人。 

3.自らの考えを表現する力を備え、主体的に多様な人々と協働して学ぶ意欲のある人。 

 

【入試形態ごとの入学者に求める能力と、その評価方法】 

(A 方式入学試験) 

幅広い科目に対する基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、大学入試センター試験の得

点を用いて選抜する。 

(B 方式入学試験) 

各学科の特性に見合う基礎知識とそれを応用する能力及び思考力、判断力を持つ人を、

独自の学力試験(経営学科：英語、国語または数学、「地理歴史、公民、数学」のいずれか

を選択、ビジネスエコノミクス学科：数学、英語、国語または数学のうちから 1 教科を選

択)の得点を用いて選抜する。 

(C 方式入学試験) 

理数系科目を中心に幅広い基礎知識と思考力、判断力を持つ人を、本学独自の学力試験

(数学、理科)と大学入試センター試験(国語、外国語)の得点を用いて選抜する。 

(グローバル方式入学試験) 

学科の特性に見合う基礎知識と思考力、判断力及びコミュニケーションスキルとしての

英語力を持つ人を、独自の学力試験(数学)と英語の資格・検定試験の成績を用いて選抜す

る。 

(推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人

を、書類審査、小論文、面接等により選抜する。 

(帰国子女入学者選抜、外国人留学生入学試験) 

海外で身に付けた能力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人を、大学入試センター試験の成績、

資格・検定試験の成績、小論文、面接等により選抜する。 

(公募制推薦入学試験) 

高等学校段階までの基礎知識と思考力、判断力、表現力を持ち、自ら学ぶ意欲のある人

で本学を第 1志望とする人を、書類審査、学術適性検査、面接により選抜する。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.tus.ac.jp/info/foundation/pdf/sosiki.pdf 

 

  



  

 
 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 9 人 － 9 人

理学部 － 71 人 34 人 29 人 51 人 0 人 185 人

薬学部 － 28 人 9 人 9人 17 人 0人 63 人

工学部 － 50 人 23 人 9 人 42 人 0人 124 人

理工学部 － 86 人 46 人 34 人 58 人 0 人 224 人

基礎工学部 － 32 人 14 人 10 人 17 人 0 人 73 人

経営学部 － 12 人 7 人 7人 3人 0人 29 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 970 人 970 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.tus.ac.jp/ridai/doc/ji/RIJIA01.php 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 本学における FD は、大学全体における取組（トップダウン型：教育開発センターが中心となり実施）

と各学部における取組（ボトムアップ型）に大別され、それらが有機的に連携することで、組織的かつ多

面的な FD の実施を実現している。 

【大学全体における取組例】 

・FD セミナー 

 教授法・講義技術の修得、教育改善・質向上に係る最新のトピックに関連する知識修得等の機会として

年 3回程度開催 

・新任教員研修 

 本学の教員としての役割や目指すべき教員像を認識するとともに、必要な知識やコミュニケーション

スキルの基礎を修得し、教育内容の改善を図ることを目的に年 1回開催 

【各学部における取組例】 

・各学部 FD 研修 

 各学部の全専任教員を対象に年数回開催（全学部でシラバス作成方法について FD の実施を義務づけて

いる） 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

理学部第一部 720 人 678 人 94.2％ 2,760 人 2,807 人 101.7% 0 人 0 人

理学部第二部 360 人 360 人100.0％ 1,440 人 1,609 人 111.7% 0 人 12 人

薬学部 200 人 177 人 88.5％ 1,000 人 999 人 99.9% 0 人 0 人

工学部 550 人 522 人 94.9％ 2,140 人 2,225 人 104.0% 0 人 0 人

理工学部 1,240 人 1,197 人 96.5％ 4,835 人 5,104 人 105.6% 0 人 0 人

基礎工学部 360 人 329 人 91.4％ 1,380 人 1,251 人 90.7% 0 人 0 人

経営学部 480 人 443 人 92.3％ 1,920 人 1,994 人 103.9% 0 人 0 人



  

 
 

合計 3,910 人 3,706 人 94.8％ 15,475 人 15,989 人 103.3% 0 人 12 人

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

理学部第一部 655 人

（100.0％）

335 人

（51.1％）

290 人 

（  44.3％） 

30 人

（  4.6％）

理学部第二部 313 人

（100.0％）

100 人

（ 31.9％）

163 人 

（  52.1％） 

50 人

（ 16.0％）

薬学部 192 人

（100.0％）

86 人

（  44.8％）

99 人 

（  51.6％） 

7 人

（  3.6％）

工学部 411 人

（100.0％）

289 人

（  70.3％）

115 人 

（  28.0％） 

7 人

（  1.7％）

理工学部 1,178 人

（100.0％）

602 人

（  51.1％）

538 人 

（  45.7％） 

38 人

（  3.2％）

基礎工学部 402 人

（100.0％）

283 人

（  70.4％）

110 人 

（  27.4％） 

9 人

（  2.2％）

経営学部 260 人

（100.0％）

12 人

（  4.6％）

229 人 

（  88.1％） 

19 人

（  7.3％）

合計 
3,411 人

（100.0％）

1,707 人

（ 50.0％）

1,544 人 

（  45.3％） 

160 人

（  4.7％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

主な進学先：東京理科大学大学院 主な就職先：日本 IBM、ソニー、パナソニック 

（備考） 

 

  



  

 
 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

理学部第一部 
697 人

（100.0％）

565 人 

（81.1％） 

87 人

（12.5％）

44 人

（6.3％）

1人

（0.1％）

理学部第二部 
379 人

（100.0％）

236 人 

（62.3％） 

80 人

（21.1％）

49 人

（12.9％）

14 人

（3.7％）

薬学部 
193 人

（100.0％）

168 人 

（87.0％） 

18 人

（9.3％）

7人

（3.6％）

0人

（0.0％）

工学部 
455 人

（100.0％）

351 人 

（77.1％） 

74 人

（16.3％）

30 人

（6.6％）

0人

（0.0％）

理工学部 
1,261 人

（100.0％）

1,003 人 

（79.5％） 

205 人

（16.3％）

52 人

（4.1％）

1人

（0.1％）

基礎工学部 
450 人

（100.0％）

378 人 

（84.0％） 

58 人

（12.9％）

13 人

（2.9％）

1人

（0.2％）

経営学部 
269 人

（100.0％）

219 人 

（81.4％） 

35 人

（13.0％）

13 人

（4.8％）

2人

（0.7％）

合計 
3,704 人

（100.0％）

2,920 人 

（78.8％） 

557 人

（15.0％）

208 人

（5.6％）

19 人

（0.5％）

（備考）編入学、再入学者については入学者数に含めない。転学部者については、転学部先に含める。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（授業計画の作成・公表に係る取組の概要） 

※各学部において同様の取扱で実施。 

【授業計画（シラバス）の作成過程】 

本学では、学生が自ら立てた学習目標に応じた的確な履修をする際の最も重要な資料と

してシラバスを作成している。 

シラバスは全学統一のフォーマットを用いており、授業の方法及び内容、到達目標、成

績評価の方法や基準、実務経験等の項目を事前に明示している。これにより、学生の科目

選択、履修計画のための情報を提供するとともに、学習の指針を提供することで、学生の

学習の活性化、効果的な学習に寄与している。 

シラバスの作成にあたっては、「シラバス作成要項」を定め、シラバスの役割、利用法・

作成上の注意・留意事項等を全授業担当教員に明示しており、以下の過程により作成して

いる。 

①学長から各授業担当教員宛の依頼 

  シラバス作成要項に基づきシラバスを作成するよう、学長から各学部長を経て各授業

担当教員に依頼を行っている。 

②各授業担当教員によるシラバス作成 

  上記①の依頼に基づき、各授業担当教員がシラバスを作成する。 

③シラバスの内容の点検・検証 

  上記②で作成したシラバスの内容について、各学科内の教員間におけるピア・レビュ

ー等により組織的に点検・検証を実施する。 

 

【シラバスの作成・公表時期】 

シラバスの作成・公表は以下の時期に行っている。 

①学長から各授業担当教員宛の依頼：12 月 



  

 
 

②各授業担当教員によるシラバス作成：1月～3月（各学部により異なる） 

③シラバスの内容の点検・検証：2月～3月（各学部により異なる） 

④シラバスの公表：4月（授業実施期間開始前、WEB 上で公表） 

 

【授業計画の公表方法】 

※ゲストユーザーでログインすることで参照可能。 

https://class.admin.tus.ac.jp/up/faces/login/Com00501A.jsp 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

※各学部において同様の取扱で実施。 

【単位授与又は履修認定の厳格かつ適正な実施状況】 

本学では、学修成果の評価について、東京理科大学学則第 13 条に定めるとおり、「授

業科目を履修し、その試験等に基づく学修成果の評価が合格と判定された者に、当該授業

科目所定の単位を与える」こととしている。 

 各授業科目においては、シラバスにおける「成績評価方法」、「学修成果の評価」の項

目において、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準※により、学修成果の評価を行っ

ている。 

※いずれも授業形態に応じて設定するが、成績評価基準は、全学で以下のとおり定める

成績評価基準を基に設定する。 

判定 表記 評価点数 評価基準 

合格 秀 S 100～90 到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収め

ている 

優 A 89～80 到達目標を十分に達成している 

良 B 79～70 到達目標を達成している 

可 C 69～60 到達目標を最低限達成している 

不合格 不可 D 59～0 到達目標を達成していない 

成績評価方法の設定にあたっては、前述のシラバス作成要項に基づき留意点を設定する

とともに、各学部において組織的に点検・検証を行うことで、その厳格性・適切性を担保

している。 

 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

※各学部において同様の取扱で実施。 

【客観的な指標の設定・公表】 

本学では、学生の学業成績を客観的かつ厳格に評価することにより、教育の質向上に資

することを目的に、学部学生を対象に GPA を導入している。 

GPA は、秀（S）=4.0、優（A）=3.0、良（B）=2.0、可（C）=1.0、不可（D）=0 の表記に

応じた Grade に分類され、Grade に基づき各年度で算出される GPA（年度 GPA）と在学中の

全期間を通じて算出される GPA(累積 GPA)の 2 種類の GPA があり、以下の方法により算出

している。 

[年度 GPA の算出方法] 

年度 GPA = 
（当該年度において履修申告した対象授業科目の 当該授業科目の単位数）の総和

対象授業科目のうち、当該年度において履修申告した対象授業科目の総単位数
 

[累積 GPA の算出方法] 

累積 GPA ＝ 
（在学全期間において履修申告した対象授業科目の 当該授業科目の単位数）の総和

対象授業科目のうち、在学全期間において履修申告した対象授業科目の総単位数
 

なお、GPA の算出対象とする授業科目(対象授業科目)は、卒業所要単位数に算入する全

ての授業科目としているが、「合格又は不合格のみにより評価する授業科目」等の一部の



  

 
 

科目は例外として対象授業科目から除外する取扱としている。 

また、これらの GPA の算出方法等は、東京理科大学教育開発センターHP で公表してい

るほか、算出した GPA は学園生活支援システム（CLASS システム）において自動計算のう

え、成績照会画面で当該学生に明示している。 

 

【成績評価の適切な実施に係る取組】 

 成績評価について、各教員間の共通理解の下、組織的に厳格化や標準化を実現し、学生

に対して成績評価における公平性や信頼性を確保することを目的に、秀(S)・優(A)評価の

目安となる割合を設定した「成績評価の方針」を策定しており、シラバス作成要項等で全

授業担当教員に明示している。 

「成績評価の方針」の対象となる科目は、2018 年度から学生を対象に学園生活支援シス

テム（CLASS システム）において成績評価（S,A,B,C,D）の割合を明示しており、組織的な

方針の下、各授業担当教員が成績評価の厳格化や標準化に向けた改善を図ることを促して

いる。 

 

【客観的な指標の算出方法の公表方法】 

https://oae.tus.ac.jp/fd/node/267 

 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

※各学部において同様の取扱で実施。 

【卒業の認定に関する方針の策定・公表】 

本学では、建学の精神、教育研究理念をはじめとした各種概念の下、どのような知識・

能力を身につけた者に卒業を認定し、学位を授与するのかを定める基本的な方針として、

卒業認定・学位授与の方針を各課程、学部、学科において策定しており、本学 HP におい

て公表している。 

 

【適切な実施に係る取組の概要】 

卒業認定について、卒業要件を東京理科大学学則第 16 条に「所定の期間（原則 4 年、

薬学部薬学科のみ 6年）在学」し、「所定の（各学部・学科が定める）卒業所要単位を修

得」しなければならないと定めており、同要件を満たした者に対して学長が認定すること

としている。 

卒業認定・学位授与の方針に定める内容を適切に実施するため、各学部において適宜同

方針の点検・見直しを行っているほか、全学的には、2017 年度の学校教育法施行規則の一

部を改正する省令の施行（3つの方針の策定、公表の義務化とこれに伴う整備）、教養教

育の目標・専門教育の目標の制定等、学内外において見直しが必要な事項が発生した際に

見直しを行っており、その際には、各種概念の関係性に留意し、上位の概念から下位の概

念への体系性を担保した形で見直しを行うこととしている。 

なお、卒業認定・学位授与の方針も含めた 3つの方針については、教育課程の不断の改

革・改善に向けたサイクルの起点となるものであることから、その内容について定期的に

検証・改善を行うための制度を 2019 年 12 月までに構築する。 

 

【卒業の認定に関する方針の公表方法】 

https://www.tus.ac.jp/fac_grad/fac/policy/ 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

理学部第一部 

数学科 124 単位 有 49 単位

物理学科 124 単位 有 49 単位

化学科 124 単位 有 49 単位

応用数学科 124 単位 有 49 単位



  

 
 

応用物理学科 124 単位 有 49 単位

応用化学科 124 単位 有 49 単位

理学部第二部 

数学科 124 単位 有 49 単位

物理学科 124 単位 有 49 単位

化学科 124 単位 有 49 単位

薬学部 
薬学科 199 単位 有 60 単位

生命創薬科学科 135 単位 有 49 単位

工学部 

建築学科 133 単位 有 49 単位

工業化学科 126 単位 有 49 単位

電気工学科 130 単位 有 49 単位

情報工学科 128 単位 有 49 単位

機械工学科 130 単位 有 49 単位

理工学部 

数学科 124 単位 有 49 単位

物理学科 130 単位 有 49 単位

情報科学科 126 単位 有 49 単位

応用生物科学科 128 単位 有 49 単位

建築学科 130 単位 有 49 単位

先端化学科 130 単位 有 49 単位

電気電子情報工学科 130 単位 有 49 単位

経営工学科 126 単位 有 49 単位

機械工学科 130 単位 有 49 単位

土木工学科 124 単位 有 49 単位

基礎工学部 

電子応用工学科 129 単位 有 49 単位

材料工学科 130 単位 有 49 単位

生物工学科 128 単位 有 49 単位

経営学部 
経営学科 128 単位 有 49 単位

ビジネスエコノミクス学

科 128 単位 有 49 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法：https://oae.tus.ac.jp/fd/node/267 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）

公表方法： 

https://oae.tus.ac.jp/fd/FD-activity-introduction 

※教育開発センター活動報告書において、授業改善のためのアン

ケート集計結果、卒業予定者対象アンケート集計結果を公表。

（2017 年度活動報告書の場合、P24-P26、P35-P37、 

P40-P46） 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

・キャンパスマップ 

https://www.tus.ac.jp/info/campus/ 

・交通手段 

 https://www.tus.ac.jp/info/access/ 

・大学施設案内（体育施設、学生厚生施設、研修施設等） 

 https://www.tus.ac.jp/facility/ 

 

  



  

 
 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

理学部第

一部 

数学科 925,000 円

300,000 円 330,000 円

施設設備費 

（学部により異なる）  

物理学科 975,000 円

化学科 990,000 円

応用数学科 925,000 円

応用物理学

科 
975,000 円

応用化学科 990,000 円

理学部第

二部 

数学科 580,000 円

150,000 円 160,000 円物理学科 629,000 円

化学科 640,000 円

薬学部 
薬学科 1,495,000 円

300,000 円

550,000 円生命創薬科

学科 
1,050,000 円

工学部 

建築学科 

工業化学科 

電気工学科 

情報工学科 

機械工学科 

990,000 円

330,000 円

理工学部 

数学科 925,000 円

物理学科 975,000 円

情報科学科 990,000 円

応用生物科

学科 
1,007,000 円

建築学科 

先端化学科 

電気電子情

報工学科 

経営工学科 

機械工学科 

土木工学科 
990,000 円

基礎工学

部 

電子応用工

学科 

材料工学科 

生物工学科 

380,000 円

経営学部 
経営学科 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｴｺﾉﾐｸ

ｽ学科 

754,000 円 300,000 円

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学独自の給付型奨学金制度として以下の 3つの制度を設けている。 

(1)新生のいぶき奨学金 

 優秀な学生が、経済的困窮を理由に進学を断念することのないよう、自宅からの通学が困

難な学生を対象に経済的支援を行うことを目的とする奨学金制度。 

 ①奨学金給付額  40 万円(年額) 

 ②奨学金給付期間 4年間(薬学部薬学科は 6年間) 

 

(2)乾坤の真理奨学金(BS) 



  

 
 

 入学試験の成績が特に優秀である学生に対し、学業の伸長を奨励することを目的とする奨

学金制度。 

 ①奨学金給付額  40 万円(年額) 

 ②奨学金給付期間 4年間(薬学部薬学科は 6年間) 

 

(3)家計急変奨学金 

 家計支持者の死亡・解雇・事業の倒産・罹災等により家計が急変し、他の奨学金を以って

しても、経済的に修学が困難となり、かつ学業継続の意思のある者に対して奨学金を支給

し、在学中の勉学が継続できることを目的とする奨学金制度。 

 ①奨学金給付額  当該年度授業料の半額に施設設備費を加えた額を限度。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

神楽坂、野田、葛飾の各キャンパスのキャリアセンターにおいて、企業・公務員・教員な

どの各種進路相談対応、情報提供、説明会、キャリア支援講座を実施している。進路相談対

応のため神楽坂、野田、葛飾の各キャンパスにキャリアカウンセラーを配置し、エントリー

シート添削、面接練習を行っている。公務員対策のため、「東京理科大学公務員対策委員

会」を置き、情報収集、試験対策、省庁業務説明会等を実施している。全学のキャリア支援

施策については、「キャリア支援センター」をおき、支援方針を検討・策定している。各学

科において、教員から就職指導を担当する幹事を 1名選出し、学科学生に対する進路指導に

あたっている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

傷病の初期診療を行うとともに、健康の保持増進を図ることを目的に保健管理センターを

組織し、神楽坂、野田、葛飾の各キャンパスに「診療所」、長万部キャンパスに「保健室」

を設置している。 

また、将来の進路、心理相談・精神衛生相談、生活のことなどについて、専門のカウンセ

ラーや精神科医が相談に応じる学生相談室（よろず相談室）を全キャンパスに設置し、プラ

イバシーが保護された環境で、学生はいつでも相談できる環境を整えている。 

さらに 2018 年度後期から野田キャンパスにおいて、学生個々の支援情報を教職員間で共

有、活用することで、効率的、効果的、かつきめ細やかな学生支援を実現することを目的と

する「学生カルテシステム」の試行導入を行った。引き続き、2019 年度は、同システムの全

学的導入に向けた改善と利用の定着を推進する。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.tus.ac.jp/disclosure/ 

 


